
し
、
人
道
面
を
中
心
に
国
造
か
果
た

瓦
俯
は
過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な

い
。
世
界
の
平
和
犀
持
に
向
け
て
、

㈲
遮
が
取
り
粗
密
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
賑
悳
は
ぷ
芒
て
い
る
。

　
（
こ
こ
１
ヨ
ー
ク
旦
｀
沢
禅
匹

　
国
連
安
全
話
題
布
令
の
改
革
問

蓮
は
、
作
業
部
会
の
協
議
が
姉
ま
っ

て
か
ら
丸
二
年
が
経
通
し
た
。
日
本

に
と
っ
て
は
「
二
十
一
世
紀
の
外
交

の
あ
り
方
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な

忌
（
日
本
の
国
運
代
表
部
こ
倫

理
改
葦
だ
が
、
具
体
的
な
進
唇
醤

ら
れ
な
い
ま
ま

だ
。
各
国
の
思
惑

が
交
錯
す
る
ば
か

り
で
、
議
論
は
な

与
え
羞
意
は
、
各
地
域
が
岱
蹟

を
一
国
に
絞
り
込
む
と
い
う
極
め
て

厄
介
な
作
業
で
も
あ
る
。
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
や
メ
キ
シ
コ
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
を

絶
対
に
認
め
な
い
」
と
主
張
す
る
。

エ
ジ
プ
ト
や
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
も
、
今

回
の
総
会
で
改
め
て
常
任
理
事
国
入

り
に
強
い
意
慾
忌
辰
し
た
か
、
ア

フ
リ
カ
地
域
で
意
見
か
ま
と
ま
る
気

配
は
ほ
と
ん
ど
な
り

　
打
開
策
と
し
て
、
新
議
席
を
各
地

域
の
有
力
な
堅
蔵
で
持
ち
回
り
に

す
る
案
が
浮
上
し
た
。
米
国
は
持
ち

回
り
制
に
前
向
き
の
姿
勢
を
示
し
、

「
新
た
な
常
任
廻
は
日
独
の
み
」
と

主
張
し
て
い
た
態
度
を
軟
化
さ
せ
つ

つ
あ
る
が
、
こ
の
票
に
は
ア
ジ
ア
地

区
の
最
有
力
候
補
で
あ
る
イ
ン
ド
が

　
「
待
っ
た
を
か
け
た
。

　
イ
ン
ド
が
持
ち
回
り
累
に
強
硬
に

反
対
す
る
の
は
、
特
殊
な
事
情
が
あ

る
。
カ
シ
ミ
ー
ル
問
題
で
激
し
く
対

立
し
て
い
る
パ
キ
ス
タ
ン
が
イ
ン
ド

の
常
任
理
事
国
入
り
を
絶
対
に
阻
止

す
る
態
度
を
固
め
て
い
る
か
ら
だ
。

新
議
席
巡
り
各
国
対
立

　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
が
新
た
な
常

　
　
　
　
　
’
裕
を
占
め
る
十
分
な

　
　
　
　
　
　
（
ベ
ル
ギ
恚
と
の

一
匹
匹
皿
心
心
一

定
善
し
て
き
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
百
独
だ
け
の

常
任
理
入
り
で
改
革
を
終
え
る
の
は

絶
対
に
容
認
で
き
な
い
」
（
マ
レ
ー

シ
こ
と
の
意
・
見
も
日
に
日
に
強
ま

っ
て
き
た
。
Ｂ
独
に
加
え
て
、
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
地
域
に
も

新
た
な
常
任
理
4
J
4
9
Q

D

方
と
案
へ
の
支
持
が
広
が
り
国

遠
大
便
の
卵
公
式
会
合
で
も
、
同
案

　
　
　
　
　
具
体
策
を
め
ぐ
只

薇
紅

五
萱
っ
べ

　
　
し
か
し
、
三
地
域
に
一
議
席
ず
つ

『
ア
ジ
ア
地
区
に
限
っ
て
は
、
持
ち

回
り
制
は
ま
ず
機
朗
し
な
い
』
（
外

交
辰
）
と
み
｛
｛
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で

あ
る
。

　
イ
ン
ド
は
表
向
き
は
「
人
口
規
模

や
民
主
化
レ
ベ
ル
の
水
準
、
過
去
五

十
年
間
の
賜
雲
助
へ
の
覧
献
度
合
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代表国絞り込めず

日独以外の３地域

い
な
ど
を
考
慮
し
た
新
た
な
常
任
現

事
国
の
選
当
霧
を
設
け
る
の
が
先

決
だ
」
（
ム
カ
ジ
ー
外
相
）
と
主
張

す
る
。
公
正
な
選
出
手
法
を
と
ら
な

い
限
り
、
自
国
の
常
任
理
事
国
入
り

の
可
能
性
は
ゼ
ロ
だ
と
分
か
っ
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
安
保
理
改
革
の
議
論
が
「
先
進
国

対
途
上
回
と
い
う
雛
純
な
図
式
か

ら
、
よ
り
複
雑
化
し
つ
つ
あ
る
も
う

ひ
と
つ
の
要
因
は
、
ド
イ
ツ
の
常
任

理
事
国
入
り
を
け
ん
制
す
る
イ
タ
リ

ア
だ
。
フ
ル
チ
・
イ
タ
リ
ア
大
使
は

日
独
を
常
任
理
に
加
え
る
構
想
に
つ

い
て
采
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
自
国

の
財
政
負
担
を
軽
碩
さ
せ
る
た
め
に

裾
み
出
し
た
も
の
だ
］
と
徹
底
的
に

こ
き
下
ろ
し
、
常
昏
拡
大
眼
底
に

向
け
た
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
強
力

に
展
開
し
始
め
た
。

　
イ
タ
リ
ア
は
代
案
と
し
て
、
常
任

枠
を
現
状
の
ま
ま
固
定
す
る
代
わ

り
、
非
常
任
枠
を
十
膳
席
増
や
し
て
、

こ
れ
を
三
十
力
国
の
主
要
国
（
一
議

鴛
に
つ
き
一
方
図
程
度
）
で
持
尨
圀

り
に
す
る
構
想
を
提
賑
し
て
い
る
。

米
国
や
英
仏
は
「
安
保
理
メ
ン
バ
ー

が
増
え
通
ぎ
て
、
″
ミ
ニ
国
巡
聡
命

に
な
っ
て
し
ま
２
「
安
保
琵
の
緊

急
対
応
力
は
間
違
い
な
く
落
ち
る
」

と
同
案
に
不
快
感
を
強
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
拒
否
権
の
不
平
等
制
に

不
満
を
持
つ
塗
炭
か
ら
の
支
持
が

集
ま
り
、
無
視
で
き
な
い
勢
力
を
形

成
し
つ
つ
あ
る
。

　
日
本
や
ド
イ
ツ
は
、
安
保
Ｅ
改
組

a
e

r
S
4
K
0
9
4
1
J

p
4
w

地
域
機
関
と
協
力

万

年

対
し
て
、
思
い
切
っ
た
対
案
を
打
ち

出
せ
ず
に
い
る
の
が
現
状
べ
両
国

と
も
、
と
り
あ
え
ず
は
議
論
の
方
向

性
を
見
極
め
よ
う
と
の
態
度
を
崩
し

て
い
な
い
。

　
各
論
に
入
る
と
動
き
か
止
ま
っ
て

し
ま
う
亙
握
改
革
論
議
を
一
気
に

打
開
す
る
手
収
と
し
て
、
こ
こ
に
き

て
次
男
に
注
目
を
浴
ひ
て
き
た
ひ
と

つ
の
構
想
が
あ
る
。
特
定
の
国
に
新

た
に
議
・
屎
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、

先
進
国
首
脳
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
欧

州
刄
宍
会
の
萱
旦
が
加
わ
っ
て
い

る
よ
う
に
、
「
ア
フ
リ
カ
芒
機
構

　
（
Ｏ
Ａ
Ｕ
）
や
斑
南
ア
ジ
ア
陪
同
座

合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
な
ど
の
咎
孤

関
に
安
保
理
の
代
表
権
を
与
え
る
’
｝

　
（
米
同
則
遮
協
会
の
エ
ド
マ
ー
ド
・

ラ
ッ
ク
元
会
長
）
と
い
う
ア
イ
デ
ア

だ
。

　
こ
の
構
想
を
表
立
っ
て
支
持
す
る

ぶ
は
い
ま
の
と
こ
ろ
は
少
数
派
と

か
、
ｉ
席
の
地
理
的
な
配
分
と
地

域
機
関
の
役
割
強
化
と
い
ろ
一
１
１
つ
の

Ｈ

す
る
か
の
よ
う
に
、

ゴ
担
当
国
連
事
務

総
長
特
別
代
表
が

辞
任
を
表
明
し

た
。
明
石
氏
は
ボ

ス
ニ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
が

Ｗ

予

け
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
九
三

年
六
月
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
空
車
力
行
使
を
通
じ
た

　
「
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
手
段
」
（
武
力

行
使
）
を
容
認
す
る
決
議
を
採
択
し

た
。
事
態
は
一
変
し
た
。
。

　
防
護
軍
は
こ
れ
を
境
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
の
軍
事
力
の
傘
を
か
ぶ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
し
て
「
ボ
ス
ニ
ア
政
府

側
の
飛
び
地
（
国
漢
茎
地
域
）
を

守
る
こ
と
が
防
護
軍
の
義
務
で
あ
る

か
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ

た
」
（
国
運
外
交
筋
）
。
欧
米
の
世

論
は
、
決
議
に
な
い
任
務
を
防
護
軍

に
期
待
す
る
半
面
、
兵
力
の
提
供
に

は
難
色
を
示
し
た
。

1更

更|

武
力
不
行
使
」
と
い
っ
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の

原
理
原
則
を
守
り
、
各
国
が
一
致
団

結
し
て
紛
争
解
決
に
当
た
る
強
い
意

志
を
示
し
た
か
ら
だ
。

　
冷
戦
後
の
紛
争
に
は
人
権
蜃
教
、

難
民
と
い
っ
た
困
難
な
要
素
が
加
わ

り
、
確
か
に
紛
争
の
性
格
は
複
雑
化

し
た
。
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部

隊
の
派
遣
の
遅
れ
が
、
難
民
の
大
量

発
生
犯
軸
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。
国

連
初
の
悉
気
侭
型
Ｐ
Ｋ
Ｏ
と
な
っ

た
ソ
マ
リ
ア
で
は
、
一
歩
対
応
を
誤

れ
ば
、
国
連
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
紛
争

側
面
笞
検
附
に
値
す
庖
（
国
連

外
交
耶
）
。
安
箆
波
誓
歪
が
長

引
け
ぱ
長
引
く
ほ
ど
、
こ
う
し
た
地

箆
肩
を
基
礎
に
し
た
塹
蚕
が
玩

実
妹
を
帯
ぴ
て
く
る
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
　
（
ニ
ュ
ー
ヨ
．
Ｉ
ク
旦
辰
祥
弘
）

や
す
い
。
し
か
し
、

　
「
平
和
維
持
と
平

和
執
行
を
巧
み
に

で
い
る
」
－
－
。
最
近
の
ガ
リ
事
務

総
長
の
弁
だ
。
実
際
、
事
務
総
長
の

の
軌
遊
修
正
を
反
映
す
る
か
の
よ
う

に
、
今
総
会
で
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
よ
う

な
軍
影
機
構
や
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構

　
（
Ｏ
Ａ
Ｕ
）
な
ど
の
組
織
が
、
地
域

の
紛
争
解
決
に
よ
り
積
極
的
な
役
割

を
果
た
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
加
盟

国
が
増
え
て
い
る
。

　
平
和
執
行
を
完
全
に
否
定
し
、
Ｐ

Ｋ
Ｏ
を
単
に
伝
統
的
な
停
戦
監
視
に

　
　
　
　
　
　
引
き
戻
す
の
は
た

防護軍4=中立性欠き?失敗，

困
難
を
板
め
た
原
因
に
つ
い
て
、
①

紛
争
当
事
者
が
戦
意
お
う
盛
な
段
階

で
介
入
し
た
②
国
際
社
会
が
ボ
ス
ニ

ア
政
策
を
め
ぐ
り
一
致
し
た
方
針
を

打
ち
出
せ
な
か
っ
た
１
１
と
指
摘
す

の
人
道
援
助
を
目
的
に
派
遣
さ
れ

た
。
ボ
ス
ニ
ア
政
府
（
イ
ス
ラ
ム
教

徒
主
導
）
を
守
る
任
務
は
与
多
Ｒ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
ゴ
ラ
ジ
ュ
デ

な
ど
の
国
連
安
全
地
域
が
セ
ル
ビ
ア

　
ー

Å
サ
ラ
エ
ホ
市
内
で
装
甲
車
を
配
備

す
る
国
連
防
護
軍
の
フ
ラ
ン
ス
部
隊

本
部
　
　
＝
ロ
イ
タ
ー
共
同

４
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
支
配
地
域
で
人

質
に
と
ら
れ
た
防
護
冨
兵
士
（
9
5
年

旅
を
機
に
、
ブ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
事

務
総
長
は
、
自
ら
提
嘴
し
た
平
和
執

行
路
線
を
略
斑
蚕
し
た
。

ル
ワ
ン
ダ
に
続
き
、
ボ
ス
ニ
ア
久

ル
ツ
ェ
ゴ
ピ
ナ
で
む
大
き
く
つ
ま
ず

い
た
ぷ
賑
社
金
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
中
心

に
し
た
Ｉ
。
強
い
国
連
」
へ
の
期
待
を

失
い
、
最
近
で
は
ｉ
恩
寵
邑

す
ら
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
国
連
は
今
、
芦
し
い
揺
り
房
し

を
経
験
し
て
い
る
。

任
務
規
定
を
明
確
に

当
事
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
明
組
み
合
わ
せ
る
斬
た
な
知
恵
が
必
要

ら
か
と
な
っ
た
。
ソ
マ
リ
ア
の
″
失
に
な
っ
て
い
る
」
と
フ
ッ
タ
ー
Ｐ
Ｋ

る
。

　
国
連
防
護
軍
は
本
来
、
ボ
ス
ニ
ア

｜

ボ
ス
ニ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
挫
折
を
象
徴

も〇
局
担
当
事
務
次
長
補
（
ア
ジ
ア
‘

中
東
担
当
）
は
指
摘
す
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
国
運
と
地
域
機
関
の
協
力

が
不
可
欠
だ
。

　
国
運
の
挫
折
ば
か
り
が
と
り
ざ
た

さ
れ
る
ボ
ス
ニ
ア
情
勢
だ
が
、
和
平

実
現
に
向
け
た
今
後
の
国
連
と
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
関
係
は
、
国
扇
景
に
も
明

記
さ
れ
て
い
る
地
盤
簡
と
の
協
力

を
、
初
め
て
本
格
的
に
実
践
す
る
テ

ス
ト
ケ
ー
ス
に
な
る
と
も
い
え
る
。

　
明
石
氏
は
今
後
の
ボ
ス
ニ
ア
政
策

に
つ
い
て
、
「
地
上
軍
に
よ
る
平
和

強
制
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
が
担
当
し
、
人

権
問
題
は
欧
州
安
保
協
力
機
構
（
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
が
担
い
、
宍
刑
追
金
（
Ｅ

Ｕ
）
が
戦
後
復
興
の
中
核
と
な
り
、

錐
民
帰
還
を
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
町
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
が
支
援
す

る
複
合
的
な
取
り
組
み
に
な
る
」
と

予
想
す
る
。

　
す
べ
て
の
紛
争
を
国
巡
に
持
ち
込

む
時
代
は
弛
か
に
終
わ
っ
欠
し
か
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フ
ラ
ン
ス
や
中
国
の
核
実
験
を
非
Ｂ
Ｔ
）
の
締
絹
交
渉
べ
核
保
有
国

學
恚
声
望
価
″
る
申
で
、
笥
暮
に
認
め
ら
れ
て
い
る
地
下
で
の
実
験

を
含
め
た
軍
縮
を
進
め
る
機
関
と
七

で
、
国
連
の
罵
蔓
性
が
増
し
て
い
る
。

冷
戦
時
代
の
軍
縮
交
渉
は
主
と
し
て

米
国
や
旧
ソ
灘
苫
の
当
某
国
間
で

進
め
ら
れ
た
が
、
冷
鵬
後
は
笏
一
世

界
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
軍
縮
が
不

可
欠
に
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
国
運

を
通
じ
た
軍
縮
昌
罰
中
心
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
非
同
暇
一
国
も
国
際

世
跨
を
背
景
に
悟
暮
保
有
国
な
ど

に
軍
縮
を
迫
る
場
と
し
て
国
運
を
活

用
し
始
め
て
い
る
。

　
現
在
、
植
軍
縮
に
向
け
た
大
き
な

一
歩
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の

が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
ホ
縮
会
議
（
事
務

局
は
国
連
欧
州
本
部
）
で
進
ん
で
い

る
包
括
的
核
実
験
皿
ｍ
条
約
（
Ｃ
Ｔ

を
含
め
、
核
実
験
を
全
面
的
に
頻
じ

る
内
容
で
、
九
六

便
歪
で
に
合
意

す
る
と
い
う
国
際

的
約
束
が
で
き
て

い
る
。
兵
器
用
核

111禿

芯

綜
決
議
を
受
け
て
必
要
な
条
約
交
渉

な
ど
を
進
め
る
役
割
を
担
う
。

　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
は
す
で
に

学
兵
器
禁
止
条
約
を
採
択
し
て
い
’
。
が
ら
も
将
来
六
十
カ
国
ま
で
拡
大
す

る
。
同
条
約
に
は
百
五
十
九
力
両
が
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

爾
名
、
四
十
力
国
が
批
准
し
て
お
り
、

批
准
が
六
十
五
カ
国
に
な
る
と
発
効

す
る
。

　
同
軍
縮
９
躊
に
は
茄
回
国
が
少

な
く
、
国
際
世
論
を
十
分
に
反
映
し

　
政
府
代
良
で
構
成
さ
れ
る
通
常
の

軍
縮
合
一
と
は
別
の
「
軍
縮
会
議
」

も
あ
る
。
同
道
軍
縮
セ
ン
タ
ー
が
ぶ

偕
す
る
会
合
で
、
こ
ち
ら
は
政
府
関

係
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
学
者
な

　
　
　
　
　
　
ど
の
専
門
家
が
個

核
実
験
禁
止
へ
交
渉

§

　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
は
六
二
年

に
十
八
カ
国
軍
縮
倚
男
と
し
て
発

足
し
、
現
在
は
Ξ
十
七
力
国
が
加
盟

し
て
い
る
。
国
連
総
会
で
軍
縮
を
担

当
す
る
男
ご
認
会
は
全
加
罰
嘉

｜

国
運
軍
縮
長
崎
会
議
の
全
体
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
月
、
長
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
で
）

地
雷
・
小
火
器
な
ど
の
削
減
も

九
二
年
、
サ
ロ
ン
な
ど
を
便
う
化
学

兵
器
の
生
産
・
使
用
を
恭
止
し
た
化

貧困の撲滅へ指導力

て
い
な
い
」
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た

が
、
今
年
九
月
に
は
時
期
は
未
定
な

人
の
資
格
で
参
加

す
る
。
自
由
な
形

式
で
討
論
す
る
こ

と
で
、
ざ
ん
新
な

ア
イ
デ
ア
を
生
み

出
し
、
軍
努
彦

に
生
か
そ
う
と
い
う
試
み
だ
。
今
年

六
月
に
罰
舷
さ
れ
た
長
崎
で
の
軍
縮

会
議
で
は
期
間
中
に
シ
ラ
ク
仏
太
絹

慎
の
核
実
験
再
開
決
定
が
発
表
さ

れ
、
国
際
的
な
抗
議
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
盛
と
な
っ
べ

　
国
連
の
軍
縮
活
動
に
と
っ
て
、
地

雷
や
小
銃
・
短
箭
な
ど
の
小
火
殴
を

対
象
と
し
た
「
ミ
ク
ロ
軍
縮
」
型
ハ

き
な
課
題
と
な
る
。
核
兵
器
な
ど
と

違
っ
て
破
滅
的
な
破
壊
カ
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
地
域
紛
争
の
激
化

を
招
い
た
り
一
般
市
民
を
無
為
に
傷

付
け
る
小
火
器
規
制
は
急
務
に
な
っ

て
い
る
。

　
九
月
二
十
石
臼
か
ら
は
「
特
定
通

常
兵
器
使
用
禁
止
’
制
限
条
約
」
の

再
検
討
会
議
が
ウ
ィ
ー
ン
で
閲
か

れ
、
地
雷
の
使
用
規
制
強
化
策
を
議

論
し
た
。
来
年
一
月
と
四
月
に
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
会
議
を
悉
□
、
最
終
合

意
を
目
指
す
。
小
火
器
に
つ
い
て
は

今
里
八
月
、
国
連
更
駆
長
の
下
に

有
戮
き
、
専
門
家
が
集
ま
る
会
合
開

催
を
村
山
首
相
が
呼
び
か
け
て
い

る
。

　
印
画
海
岸
戦
争
後
の
九
二
年
、

通
甕
簒
の
輸
出
入
に
関
す
る
情
報

を
国
連
に
登
録
す
る
「
国
選
軍
備
登

録
制
度
」
旁
欧
州
諸
国
と
協
力
し
て

実
現
さ
せ
た
経
緯
が
あ
る
。
日
本
は

今
後
も
国
道
を
週
じ
た
軍
縮
外
交
を

進
め
る
計
画
だ
。

　
　
（
国
際
一
郎
平
野
登
志
雄
）

　

地域紛争の予防めざす

　
国
遍
と
い
う
と
安
全
保
障
分
野
で

の
活
動
の
印
象
が
強
い
が
、
唇
蔭

経
済
・
社
会
開
発
へ
の
取
り
組
み
に

も
積
極
的
だ
。
器
箔
上
国
の
援
助

な
ど
開
発
活
動
の
活
性
化
を
目
指

し
、
経
済
社
会
理
事
会
（
経
社
理
）

の
ぶ
格
改
革
に
も
着
手
し
た
。
筥
国

の
撲
滅
が
地
域
紛
糸
解
決
の
一
助
に

な
る
と
の
認
戮
に
立
ち
、
国
務
昆

最近の開発分野の国際会議

　
’
云
１
ヨ
１
ク
で
開
催
中
の
填
五

十
回
国
連
総
会
の
陰
で
、
国
連
の
経

済
・
社
会
頭
礦
能
の
強
化
を
目
的

と
し
た
作
業
部
会
が
活
動
を
始
め

済
・
社
会
頭
吊
心
の
所
動
に
恵
き
た
。
ド
ア
マ
ラ
ル
総
会
議
長
の
佩
馬

を
説
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
　
機
関
と
し
て
、
経
社
理
を
中
心
と
す

命膿名 時期・場所 成　果
国連環境開発会議

　（地球サミット）

92年６月
リオデジャ
ネイロ

地球規模での環境保護と持続可能な成長
を目指すことで合意。「環境と開発に関
ずるリオ宣言」と具体的行動指針となる

　「アジェンダ21」を採択。温暖化防止条
約や生物多様性条約に各国が署名

世ぶ早人揃会議 93年６月
ウィーン

国道の人権関道機関の教化や財源の拡
充、少数民族や移民労働者に文すする人権

保護をうたった「ウィーン1貧言と行動計
画」を採択

国際人□開発会議 94年９月

カイロ
世界的な人口膨張と経済成長、開発の調
和の重要性を確認。人口抑制のための女
性の地位向上と宕包力強化、政府と非政府
豪鴎敬の協力をうたった行動計画を採択

国i盛社会開発サミ

ット

（貧困サミット）

95年３月
コペンハー

ゲン

貧困撲滅、失業削減、差別撤廃などを進

め、地球ﾒ銘嗅で社会の進歩と人間を中心

に据えた開発に取り組むとした「宣旨・

行動計画」を採択｡｀･97年からの10郡問を

　「貧困根絶のためのjべ琴」とすることを

国5島総会に要請

世界女性会議 95年９月
北京

貧困に苫しむ女性への経済支援強化、少
女の人権保障、女性差別の撤廃など、女

性の地位向ﾋのための具体的行動戦略を
記した行動綱領と北京宜置を採択

そ
検
肘
し
て
い
る
。
「
設
立
以
来
う

ま
く
機
能
し
た
こ
と
が
な
い
一
と
ま

で
言
わ
れ
る
経
社
理
を
刷
新
し
、
惣

導
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
体
制
作

り
を
目
指
す
。
年
内
を
メ
ド
に
嘆
碕

改
輩
の
た
た
変
量
作
成
、
来
年
秋

の
総
会
会
期
末
ま
で
に
報
告
霖
を
提

出
す
る
予
定
だ
。

　
安
全
保
障
飛
車
会
の
よ
う
に
強
い

権
限
を
経
社
運
に
与
え
、
函
迫
の
開

発
戦
略
強
化
の
柱
に
す
る
の
が
改
革

の
狙
い
。
罷
済
・
社
今
昔
苧
環

境
・
人
□
な
ど
の
分
野
を
集
中
討
議

す
る
「
経
済
安
保
理
」
「
社
命
疫

居
を
、
現
在
の
経
社
理
に
代
え
て

新
設
す
る
案
な
ど
が
浮
上
す
る
と
み

ら
れ
る
。

　
ブ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
国
悳
事
務
総
長

は
九
四
年
の
年
次
報
皆
で
「
紛
争
の

根
本
原
因
を
解
決
す
る
た
め
、
国
原

社
会
は
開
発
の
意
味
を
再
定
義
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
主
張
し
た
こ
硯

後
に
多
発
す
る
地
域
紛
争
の
根
本
原

因
は
貧
困
に
あ
る
と
し
、
開
発
に
よ

っ
て
貧
困
や
飢
餓
を
追
放
す
る
こ
と

が
紛
争
肺
患
の
予
限
陛
る
と
の
訴

え
だ
。

　
ガ
リ
事
認
冨
の
開
発
重
視
の
姿

勢
は
途
上
国
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
屁
社
理
の
改
革
作
業

部
会
の
発
足
を
幾
も
強
く
働
き
掛
夕

た
米
国
は
む
し
ろ
、
国
連
の
経
済
分
一

野
の
活
動
に
大
服
な
合
理
化
の
メ
ス
ー

を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
同
じ

改
革
を
訴
え
な
が
ら
、
完
全
な
同
床

屁
芒
（
外
交
筋
）
と
の
声
も
あ
り
、

議
論
の
先
行
き
は
不
透
明
だ
。

　
機
構
改
革
の
一
方
で
、
国
唐
謀

済
・
社
会
開
発
関
連
の
国
際
会
議
も

相
次
ぎ
開
催
し
て
い
る
。
九
五
年
三

月
に
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
国
遮
社

会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
を
開
き
、
貧
困
の

撲
滅
、
失
業
削
減
な
ど
を
う
た
っ
た

行
動
計
画
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
宣
言
）

を
採
択
。
先
進
国
の
政
府
間
忿
弧

　
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
一
一
〇
％
と
途
上
国
の

国
家
予
算
の
二
〇
％
を
社
会
開
発
分

野
に
充
て
る
こ
と
で
｛
是
し
た
。

　
だ
が
国
連
の
取
り
組
み
と
緋
覆

吸
先
進
国
に
は
援
助
疲
れ
も
み
ら

れ
る
。
九
三
年
の
先
進
二
十
四
力
国

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
総
額
（
五
百
四
十
八
億
♂
）

叫
対
前
年
比
で
約
一
〇
％
減
少
す

る
な
ど
課
題
は
多
い
。

　
ガ
リ
事
務
総
長
は
「
開
発
霊
硲

保
」
の
重
要
性
を
今
年
の
年
次
報
告

で
強
調
、
開
発
の
推
進
が
国
巡
の
重

要
な
使
命
だ
と
改
め
て
示
し
た
。
凶

巡
に
よ
る
「
冷
戦
終
結
援
の
新
秩
序
」

　
（
ド
ア
マ
ラ
ル
議
長
）
作
り
が
で
き

る
か
ど
う
か
は
、
経
済
・
社
会
開
発

の
収
り
組
み
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
　
（
国
際
一
部
松
永
宴
幸
）

　

　
ル
ワ
ン
ダ
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、

旧
ソ
連
地
域
な
ど
、
世
界
で
は
依
然

と
し
て
遜
民
間
佃
が
暗
い
影
を
落
と

し
て
い
る
。
国
連
難
民
高
等
弁
一
誓

事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
、
本
部
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
）
に
よ
る
鴛
瓦
援
助
活
動
の

重
要
性
は
堵
す
ぱ
か
り
だ
。
日
本
に

と
っ
て
難
民
問
屈
は
縁
遠
い
面
も
あ

っ
た
が
、
緒
方
貞
子
氏
の
南
雲
極

官
就
任
を
機
に
経
済
界
や
非
政
府
組

織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
な
ど
民
間
の
嘉
裔

勣
が
、
難
民
救
済
に
大
き
く
貢
献
し

始
め
て
い
飛

　
九
一
年
四
月
、
平
岩
外
四
経
団
連

会
長
（
当
時
）
を
代
表
と
し
て
「
難

民
救
済
民
間
基
兪
・
日
本
支
畿
菅
宍

会
」
が
発
足
し
た
。
ち
ょ
う
ど
湾
岸

戦
争
で
大
量
の
温
罠
が
発
生
し
た

時
期
だ
っ
た
。
同
年
二
月
に
日
本
人

と
し
て
初
め
て
高
等
井
務
宮
に
就
任

し
た
緒
方
氏
が
爾
茫
支
援
を
呼
ぴ

か
け
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
の
姚
界

と
し
て
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
１
．
）

て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
一
気
に
盛

り
上
が
っ
た
Ｄ

　
日
本
支
堰
賢
会
は
日
本
国
内
の

企
業
や
個
人
か
ら
募
金
を
集
め
、
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
活
動
資
金
に
充
て
る
ほ

か
、
難
民
援
助
の
寓
薦
包
を
世
の
中

に
広
く
伝
え
る
広
報
活
動
も
行
っ
て

の日本人医師＝写真はＡＭＤＡ提供
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
十
七
億
円
以
上

の
募
金
が
集
ま
り
、
九
一
年
の
イ
ラ

ク
・
ク
ル
ド
人
難
民
誤
答
手
始
め

に
、
旧
ユ
ー
ゴ
や
ル
ワ
ン
ダ
、
モ
ザ

ン
ピ
ー
ク
な
ど
世
界
各
地
の
難
民
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
雷
辿
れ
て
い

る
。

　
こ
の
基
金
は
、
一
つ
の
ブ
ロ
ジ
ヱ

ク
ト
に
つ
い
て
五
十
万
／
ま
で
は
、

緒
方
高
等
弁
務
官
の
裁
量
で
直
ち
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
。
難
民
問
題
は

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
だ
け
に
、
大
量
難
民
発
生
時
の
緊

急
対
策
費
と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮

し
て
い
飛
昨
年
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が

　
『
碓
民
白
一
を
初
め
て
発
行
し
た

が
、
こ
れ
も
難
民
救
悟
同
基
金
の

資
金
か
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な

Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

心
る
。
長
引
く
景
気
低
迷
で
、
壁
居

る
勤
へ
の
企
業
の
反
応
は
妬
い
の
が
現

す
状
だ
が
ヽ
難
民
救
済
基
金
に
つ
い
て

　
　
は
「
企
業
か
ら
隻
め
る
予
定
の
五
億

　
国
連
は
通
巻
羊
年
間
、
■
漏
本
的

な
侭
日
で
あ
る
平
和
と
安
全
の
確
立
の
面

で
、
節
目
視
記
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

冷
戦
の
終
結
と
と
も
に
地
域
紛
争
や
国
内

紛
争
が
多
発
し
、
国
連
の
果
た
す
役
割
は

大
守
へ
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
平
和
維
持や|

緒方貞子さんに聞く霖緊w

黒
岳
へ
の
支
援
、
自
然
災
害
へ
の
対
応

と
い
っ
た
問
題
へ
の
国
恩
の
取
り
組
み
は

重
要
で
、
予
算
か
ら
見
て
も
常
に
大
き
か

っ
た
Ｄ

　
国
運
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
忌
の
仕
事
は
こ
こ
七
、
八
年
、
紛

争
の
増
加
に
つ
れ
て
忙
し
く
な
り
、
人
員
、

予
算
と
も
に
倍
増
し
て
い
る
。
我
々
は
地

域
紛
争
の
振
作
著
の
保
管
』
救
塀
そ
し

て
紛
争
終
結
後
の
難
民
帰
還
か
ら
復
興
開

発
の
過
程
を
担
っ
て
い
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
リ
ベ
リ
ア
、
ア
ン

ゴ
ラ
な
ど
で
今
後
、
難
民
の
帰
港
が
平
和

と
和
炳
の
器
聾
一
し
て
重
要
に
な
る
だ
ろ

う
。

　
世
界
に
は
難
民
や
国
内
題
難
民
な
ど
、

我
々
の
活
動
の
対
象
と
な
る
人
が
九
同
年

末
で
二
千
七
百
万
人
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

け
で
は
な
い
。
緒
方
高
等
弁
務
官
は

今
年
五
月
に
一
時
帰
国
し
た
談
の
記

者
会
見
で
「
日
本
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
強
化

し
て
、
も
う
少
に
）
人
的
貢
献
を
し
て

ほ
し
い
左
発
言
し
た
。
そ
れ
は
荷

も
国
原
社
会
に
向
か
っ
て
い
い
販
を

す
る
た
め
で
は
な
い
。
日
本
の
優
秀

モ
ザ
ン
ピ
ー
ク
な
ど
、
こ
こ
五
年
の
う
ち

に
九
百
万
人
の
難
民
が
帰
還
し
た
の
で
、

問
題
解
決
に
向
か
っ
て
成
功
も
し
て
い

る
。
国
連
五
十
周
年
の
今
年
は
、
難
民
の

流
出
か
ら
問
題
解
決
へ
の
転
換
点
に
し
た

い
。
旧
ユ
ー
ゴ
の
和
平
が
成
立
し
、
ル
ワ

ン
ダ
難
民
の
帰
還
が
緒
に
就
け
ば
、
ま
さ

に
転
換
点
の
年
に
な
る
。

　
日
本
の
よ
う
に
顧
済
大
国
だ
が
軍
事
的

に
は
小
国
を
目
指
し
、
国
際
的
な
平
和
に

依
存
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
恋
着
し
た

国
に
と
っ
て
、
そ
の
理
想
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
国
連
は
重
要
な
機
関
だ
。
一
巡

を
通
し
て
地
域
紛
争
の
褒
詞
仲
介
、
平

和
維
持
活
動
や
難
民
救
済
活
動
、
開
発
援

助
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
財
政

面
に
加
え
人
的
な
参
加
を
通
し
て
貝
献

し
、
国
連
の
重
鎮
と
し
て
の
役
割
を
采
だ

し
て
ほ
し
い
。
日
本
が
安
全
保
障
瑞
事
公

の
常
任
理
事
国
に
な
る
こ
と
は
、
そ
の
た

め
の
大
事
な
ス
テ
ッ
プ
だ
と
恵
う
。
（
聞

き
手
は
ジ
ュ
ネ
ー
プ
Ｈ
刀
祢
館
久
雄
）

な
人
材
が
必
要
だ
か
ら
だ
］
と
阿
う
。

世
界
各
地
で
部
民
が
続
々
と
発
生
す

る
中
、
人
的
萱
原
の
不
足
も
援
助
活

動
を
進
め
る
う
え
で
大
き
な
障
害
と

な
っ
て
い
る
。

　
世
界
の
難
民
援
助
活
動
の
最
前
線

で
活
躍
す
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
徐
々

に
現
れ
て
い
る
。
岡
山
市
に
本
部
を

逝
く
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
）
は
、
ル
ワ
ン
ダ
難
民
の
援

助
で
積
極
的
に
活
動
し
、
注
目
を
集

め
た
。
ロ
シ
ア
ｔ
チ
Ｚ
チ
ェ
ン
共
和

国
で
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
難
民
医
療

活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
企
業
の
間
で
も
ぷ
ラ
ン
テ
ィ
ア

休
服
制
唇
な
ど
を
導
入
し
、
社
砥

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
難
民
援
盈
砿
参
加
を

支
援
す
る
例
が
増
え
て
き
た
。
欧
米

諸
国
な
ど
に
比
べ
て
立
ち
遅
れ
て
い

た
と
震
わ
れ
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ

が
、
難
民
支
援
に
。
栄
り
出
す
態
勢
作

り
が
整
い
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
　
（
国
際
一
部
宮
田
俊
幸
）

れ
、
国
運
が
中

心
に
な
っ
て
政

治
的
解
決
へ
の

か
じ
取
り
を
す

る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　
国
連
は
底
辺
の
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち

や
紛
争
の
犠
牲
考
へ
の
練
習
鮎
も
、
五

十
年
間
一
貫
し
て
実
厖
し
て
き
た
。
平
和
、

安
全
と
並
ん
で
重
要
な
広
簑
の
人
道
問
題

の
分
野
、
つ
ま
り
難
民
の
保
護
や
支
援
、

「
人
材
の
派
遣
が
急
務
」

っ
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現
在
、
日
本
支
垠
貴
会
で
は
「
第
円
の
う
ち
、
既
に
ハ
ー
九
割
が
集
ま

二
次
緊
急
務
金
」
と
し
て
、
さ
ら
に
っ
き
（
経
団
連
）
と
い
う
。
『
難

九
億
に
の
資
金
集
め
を
目
指
し
て
い
民
問
題
を
と
に
か
く
何
か
し
な
け
れ

経
済
界
中
心
に
基
金

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
も
徐
々
に

ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
日
本
で

も
定
着
し
て
き
芒
（
緒
方
高
等
弁

務
官
）
表
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
難
民
援
助
に
必
要
な
の
ぱ
茎
尼
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